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計画の策定（Plan） 

１． 組織の概要 

 

（１）認証・登録事業者及び代表者 

株式会社 那覇電工 ： 代表取締役 比嘉幸宏 

１）環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者 ： 取締役 宮城 淳也 

担   当   者 ： 営業部 大竹  徹 

     ＴＥＬ：０９８－８５０－２４７８ 

     ＦＡＸ：０９８－８５０－６１２９ 

     E-mail：miyagi@nahadenkou.co.jp 

 

（２）対象事業所所在地 

本  店：〒９００－００３１ 沖縄県那覇市若狭３－１５－１（3 名） 

本  社：〒９０１－０２２４ 沖縄県豊見城市字与根３３１（59 名） 

営業所：〒９０１－０４０１ 沖縄県八重瀬町字東風平１３８４－５（3 名） 

 

（３）事業活動 

電気設備工事、通信設備工事 

１）許可 

建設業許可：沖縄県知事 許可（特－３）第２９２８号 電気工事業 

沖縄県知事 許可（般－３）第２９２８号 電気通信工事業 

 

（４）事業規模 

  

 

 

 

 

 

 

２．対象範囲 

全組織・全活動が対象 

   エコアクション２１認証・登録番号 ０００２９９９ 

認証・登録日 ２００８年１０月１４日 

   更新・登録日 ２０２０年１０月１４日 

   有 効 期 限 ２０２２年１０月１３日 

年度 

項目 

２０２０年度 

（基準年度） 

２０２１年度 

(中間年度) 

２０２２年度 

（更新年度） 

２０２３年度 

（中間年度） 

完成工事高 1,262 百万円 1,277 百万円 百万円 百万円 

従業員数 ６５人 ６５人 人 人 

延べ床面積 ７３８．２７㎡ ７３８．２７㎡ ㎡ ㎡ 

mailto:miyagi@nahadenkou.co.jp
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３．環境経営方針 

― 環 境 経 営 方 針 ― 

  株式会社那覇電工は、全社員一丸となって持ちうる技術力を駆使し、電気の

安定供給並びに地球環境に優しい電気設備工事の提供を行い、低炭素社会の実

現及び経営改善へ向けた自主的・積極的な取り組みを継続します。 

 また、環境経営活動を通じ地域の環境保全に努めると共に、これを永続的に推

進します。 

１ 環境関連法規等を遵守します。 

２ 環境に配慮した施工を心がけ、継続的な改善を行います。 

３ 事業活動を通し環境負荷低減及び経営改善の為に次の事項に取り組みます。 

* 地球温暖化防止のため省エネルギー化を実践し、経費削減に努めます。 

* 化石エネルギー使用に伴うＣＯ２排出量を削減し、経費削減に努めます。 

* 分別の徹底による再利用を促進し、処分経費削減に努めます。 

* 水資源の使用量を削減し、経費削減に努めます。 

* グリーン購入を継続的に実施します。 

* カーボンオフセットによる現場のＣＯ２排出量ゼロを継続します。 

* 社会貢献活動を積極的・継続的に実践します。 

* 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援します。 

                       制定日 ２ ０ ０ ８ 年 ３ 月 １ 日 

                                       改訂日 ２ ０ ２ １ 年 ７ 月 １ 日 

株 式 会 社  那  覇  電  工 

代 表 取 締 役  比  嘉  幸  宏 
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４．環境経営目標 

 <環境負荷削減等のための目標> 

   ２０２０年度を基準に２０２１年度から２０２３年度迄の３年間の目標を原単位管理値で前年

度対比１％減と定め継続取組を行います。なお、目標値の算出方法は以下の通りです。また、

カーボンオフセットを行い現場における CO２排出ゼロを継続します。 

 

＊事 務 所： 下記のとおりデータ算出による原単位管理値、前年度対比１％の削減および

結果と経費の見える化（電気・燃料等の使用量を提示します） 

＊建設現場 ： 内線工事部の現場においては、カーボンオフセットの実施によりＣＯ２排出を

ゼロにする取り組を継続します。 

配電工事部・地中線工事部・送変電工事部においては、分別を継続徹底し

再資源化を促進する。作業前の KY 活動において環境配慮を行います。 

         

 

基準値（２０２０年度） 

①温室効果ガス排出量･･･２０２０年度二酸化炭素排出量の完成工事高比率 

                    ２３９．７６（ｋｇ－CO２／完工高） 

②購入電力・・・・・・・・・・・・２０２０年度電気使用に伴う排出量の完成工事高比率 

５１．４３（ｋｇ－ＣＯ２／完工高）  （事務所・現場込） 

化石燃料・・・・・・・・・・・・２０２０年度ガソリン･軽油・ガスの使用に伴う排出量の完成工事高比率 

（どちらも事務所・現場込）   ガソリン８８．１３（ｋｇ－ＣＯ２／完工高） 

軽油 ９９．９４（ｋｇ－ＣＯ２／完工高） 

ガス０．２６（ｋｇ－ＣＯ２／完工高） 

③一般廃棄物総排出量・・２０２０年度事務所ゴミの総排出量の従業員比率 

１２５．７５（ｋｇ／従業員数） 

産業廃棄物排出量・・・・２０２０年度総排出量の完成工事高比率 

７１．６１（ｋｇ／完工高） 

④総排水量・・・・・・・・・・・・２０２０年度総排水量の完成工事高比率 

５５２．３０（㎥／完工高×１，０００） 

⑤化学物質の使用量・・・・化学物質は使用しておりません 

⑥資源等使用量・・・・・・・・２０２０年度循環資源（白上質紙）使用量（ｋｇ） 

                      １２６．５０ｋｇ 

⑦グリーン購入・・・・・・・・・２０２０年度グリーン・エコ製品の購入使用品目数 

                      ５４品目／（全１００品目） 

      自社製品・サービス・・・・公共工事でのカーボンオフセットの件数及び実施数量（ｔ） 

                          ２５t／３件 

   ⑧ＳＤＧｓの支援・・・・・・・２０２０年よりおきなわＳＤＧｓパートナーとして活動します。 
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５．環境経営計画 

 

①温室効果ガス排出量の抑制（責任者：金城政義）  

  1)環境に配慮した施工（カーボンオフセットの実施による現場ＣＯ２排出ゼロ化） 

  2)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

②-1 使用電力の抑制（責任者：知名香寿美）  

1)節電シールの貼付けにより意識向上 

2)離席時および昼休み、無人時の事務所、トイレ、倉庫、控室等の消灯の徹底 

3)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

②-2 自動車燃料の抑制（責任者：城間安徹） 

  1)エコドライブの実施  2)施工計画及び事前手配による効率良い車両使用の徹底 

  3)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

②-3 ガス使用料の抑制（責任者：大竹徹） 

  年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

③-1 一般廃棄物の削減（責任者：具志直也） 

1)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

   2)分別によるリサイクル促進、処分費用の縮減を行う 

③-2 産業廃棄物の削減および適正処理（責任者：城間憲幸） 

1)測定データの「見える化」で更なる意識の向上を図る 

2)分別（マニフェスト）管理の徹底によるリサイクル促進で処分費用の縮減を行う 

④水資源使用削減（責任者：佐和田沙也加） 

  1)節水シールの貼付けによる意識付け 

2)ポスターや計測データの掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

  ⑤化学物質の取り扱いはなし 

⑥紙資源使用削減（責任者：池野沙也香） 

  1)社内資料作成時の裏紙利用または両面コピーの徹底 

  2)IT 化の推進（ＷＥＢ会議導入・社内メール・共有サーバーの利用等） 

⑦-1 グリーン購入の促進（責任者：當銘涼子）  

  1)現場・事務所におけるグリーン製品及びエコ製品の積極的採用    

2)見える化 

⑦-2 地域社会への貢献等（責任者：宮城淳也／島袋淳一） 

    1)公園･道路･現場周辺の清掃ボランティア等の推進    2)社内緑化の推進 

3)勉強会・研修会の開催    4)安全衛生大会等におけるプレゼン   6)法令遵守 

  ⑧ＳＤＧｓの支援（責任者：東江謙次／国吉真之）   

社内環境（インフラ・教育・健康・制度等）の整備 
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計画の実施（Do） 

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容 

エコアクション 21 推進事業所の表示・社内緑化

 

温室効果ガス排出量の抑制①－2） 

 

使用電力の抑制②-1)自動車燃料の抑制②-2 

 

水資源使用削減④ 

 

紙資源使用削減⑥ 

 

地域社会への貢献⑦－2） 

 

地域社会への貢献⑦－2） 

 

ＳＤＧｓの支援⑧ 
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一般廃棄物の分別及び削減③-1-2)一般ゴミ／アルミ缶 

 

一般廃棄物の分別及び削減③-1-2)ダンボール／紙くず 

 

一般廃棄物の分別及び削減③-1-2)ペットボトル／燃えるゴミ 

 

産業廃棄物の削減及び適正処理③-2-2)鉄／木くず／廃プラ 

 

産業廃棄物の削減及び適正処理③-2-2)蛍光管 

 

産業廃棄物の削減及び適正処理③-2-2)混合／発泡スチロール 

 

産業廃棄物の削減及び適正処理③-2-2)電池 

 

産業廃棄物の削減及び適正処理③-2-2)ｱﾙﾐ/ｽﾃﾝ/ｶﾞﾗｽ・陶磁器 
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取組状況の検証（Check） 

7-1．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 

① 温室効果ガス排出量の抑制 

     排出量は８．３６％の減で、料金的には燃料単価の高騰により４，６８１，１３４円増となり

ました。現場におけるカーボンオフセットの実施は継続しており効果は大です。 

② -1 使用電力の抑制 

購入電力使用量は３．２２％減で、料金的には３７６，５９９円増となりました。電気料金

の値上げが影響しています。「見える化」で職員の意識向上に継続して取組みます。 

③ -2 自動車燃料の抑制 

使用量は、ガソリン３．２５％減で、軽油３．２４％減となりトータルすると６．４９％減とな

りました。料金的にはガソリンで１，７５７，３１６円増、軽油で２，５３７，０３１円増となり、

トータル４，２９４，３４７円増となりました。ＣＯ２排出量はガソリン３．２５％減、軽油３．２

４％減となり、トータル６．４９％の減となりました。 

②-3 ガス使用量の抑制 

  使用量は１３．７８％増で、料金的には１０，１８８円増となりました。ＣＯ２排出量は１３．

７８％増となりました。コロナ対応で電力当番待機が増えた事が影響しております。 

④ -1 一般廃棄物の分別及び削減 

一般廃棄物排出量は１８．６３％減、料金は２５，６８５円増となりました。分別意識の成

果は非常に良いと感じます。 

③-2 産業廃棄物の削減及び適正処理 

産業廃棄物排出量は１７．１８％減となりました。また、再資源化率も１００％で社員の意

識が高まっています。有価物である電線や金属くずの収入がかなり増え、処分費との収

支合計で８２２，９６８円のプラスになりました。 

⑤ 水資源使用削減 

総排水量は８．４１％減でしたが、料金は１１，３５３円増となりました。 

⑤化学物質の使用 ： 取り扱いはありません。 

⑥ 紙資源使用削減 

   循環資源使用量（白上質紙）は０．４０％減で、料金は１２，７６６円増えました。今後も

「見える化」を継続します。また、IT 化による使用量削減に取り組みます。 

⑦ -1 グリーン購入の促進 

グリーン購入実績は、前年と変わらず５４品目でした。今後も継続して取り組みます。 

⑦-2 地域社会への貢献等 

カーボンオフセットの実施による Co2 排出ゼロ現場は継続して実施中です。那覇市と

の企業ボランティア協定（小禄わかば公園の清掃）、グリーンロードサポート協定（若狭

８号線の清掃）の活動を継続中です。電管協の平和の礎清掃ほか地域貢献活動への

参加を積極的に継続しています。今後は八重瀬町でのボランティアに取り組みます。 

⑧ ＳＤＧｓの支援 

      おきなわＳＤＧｓパートナー企業として活動を継続中です。ワーク・ライフ・バランス認証

を継続し、次は「くるみん」認証をめざします。「うちなー健康経営宣言」を発出します。 
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２０２１年度（2021.7-2022.6）実績（取りまとめ表） 短期 

 

環境への負荷 単位 2021 年 7 月 - 2022 年 6 月 

① 温室効果ガス排出量 二酸化炭素 kg-CO2 280,575.76 

料金（１）＋（２）＋（３） 円 16,475,452 

② エネルギー使用量 購入電力 （沖縄電力） ｋＷｈ 80,864.00 

  料金（１）   円 2,683,111 

  ＣＯ２排出量 kg-CO2 63,559.10 

  ガソリン （事務所・現場） Ｌ 46,935.71 

  料金（２）   円 7,609,480 

  ＣＯ２排出量 kg-CO2 108,890.85 

  軽油 （事務所・現場） Ｌ 47,864.42 

  料金（３）   円 6,119,073 

  ＣＯ２排出量 kg-CO2 123,490.20 

  ガス（ＬＰＧ） （事務所） Ｌ 127.68 

  料金（２）   円 63,788 

  ＣＯ２排出量 kg-CO2 383.03 

③ 廃棄物排出量 一般廃棄物 kg 6,651.00 

       及び 処理費用 料金   円 78,260 

  産業廃棄物 kg 75,735.00 

  料金 （分別有価物込） 円 -822,968 

④－１ 水使用量 上水   ｍ3 646.00 

料金 円 214,590 

④－２ 総排水量 公共用水域 ｍ3 646.00 

⑤ 化学物質 取り扱いなし ｋｇ   

⑥ 資源使用量 循環資源使用量 ｋｇ 126.00  

  料金   円 81,782 

⑦ 総製品生産量 完成工事高  1,277 （百万円） 

   自社製品サービス グリーン購入  54 品目／100 品目 

   カーボンオフセット  5  件／２５ｔ 
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２０２１年度（2021.7-2022.6）実績（取りまとめ表） 長期 

 

実績・結果 （目標：前年度対比 －１％）       原単位管理 

単位
2020年7月-2021年6月

基準年度 2021年7月-2022年6月 増減

二酸化炭素 kg-CO2/完工高 239.76 219.71 -8.36%

料金（１）＋（２）＋（３）+（４） 円 11,794,318 16,475,452 4,681,134

②　エネルギー使用量 購入電力 （沖縄電力） ｋＷｈ/完工高 65.43 63.32 -3.22%

料金（１） 円 2,306,512 2,683,111 376,599

ＣＯ２排出量 kg-CO2/完工高 51.43 49.77 -3.22%

ガソリン （事務所・現場） Ｌ／完工高 37.99 36.75 -3.25%

料金（２） 円 5,852,164 7,609,480 1,757,316

ＣＯ２排出量 kg-CO2/完工高 88.13 85.27 -3.25%

軽油 （事務所・現場） Ｌ／完工高 38.74 37.48 -3.24%

料金（３） 円 3,582,042 6,119,073 2,537,031

ＣＯ２排出量 kg-CO2/完工高 99.94 96.70 -3.24%

ガス（ＰＬＧ） （事務所） kg／完工高 0.09 0.10 13.78%

料金（４） 円 53,600 63,788 10,188

ＣＯ２排出量 kg-CO2/完工高 0.26 0.30 13.78%

③　廃棄物排出量 kg／従業員数 125.75 102.32 -18.63%

　　　　　　　及び　処理費用 料金 円 52,575 78,260 25,685

kg/完工高 71.61 59.31 -17.18%

料金 （分別有価物込） 円 -625,954 -822,968 -197,014

上水 ｍ3 697.00 646.00 -7.32%

料金 円 203,237 214,590 11,353

④－２　総排水量 公共用水域 ｍ3 /完工高 552.30 505.87 -8.41%

⑤　化学物質使用量 ｋｇ

⑥　資源使用量 循環資源使用量 ｋｇ 126.50 126.00 -0.40%

料金 円 69,016 81,782 12,766

⑦　総製品生産量 1,262 （百万円） 1,277 （百万円）

　　 自社製品サービス 54 品目／100品目

　　

取り扱いなし

環境への負荷

①　温室効果ガス排出量

一般廃棄物

産業廃棄物

④－１　水使用量

カーボンオフセット　 ３件 - ２５ｔ ５件 -２５ｔ

完成工事高　

グリーン購入　 54品目／100品目
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７-2 次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

環境経営目標 

 <長期目標> 

   ２０２０年度を基準に２０２１年度から２０２３年度迄の３年間の目標を前年度対比１％減と

定め継続取組を行います。なお、目標値の算出方法は以下の通りです。また、現場における

CO２排出ゼロの継続を目指します。 

 

＊事 務 所 ： 下記のとおりデータ算出による原単位管理前年度対比１％の削減（電気・燃

料等の使用量および料金を比較します） 

＊建設現場 ： 内線工事部においては、カーボンオフセットの導入によりＣＯ２排出ゼロ現場

の取り組を行います。 

配電工事部・地中線工事部・送変電工事部においては、分別を継続徹底し

再資源化を推進します。作業前の KY 活動に環境配慮を取り入れます。 

          

 

〈２０２２年度短期目標〉 

①温室効果ガス排出量･･･・・・・２０２１年度二酸化炭素排出量の完成工事高比率 

                    ２１９．７１（ｋｇ－CO２／完工高）の１％減 

②購入電力・・・・・・・・・・・・・・・・２０２１年度電気使用に伴う排出量の完成工事高比率 

                      ４９．７７（ｋｇ－CO２／完工高）の１％減（事務所・現場込） 

化石燃料・・・・・・・・・・・・２０２１年度ガソリン･軽油・ガスの使用に伴う排出量の完成工事高比率 

ガソリン ８５．２７（ｋｇ－CO２／完工高）の１％減 

軽油９６．７０（ｋｇ－CO２／完工高）の１％減 

ガス０．３０（ｋｇ－CO２／完工高）の１％減 

③一般廃棄物総排出量・・・・・・２０２１年度事務所ゴミの総排出量の従業員比率 

１０２．３２（ｋｇ／従業員数）の１％減 

産業廃棄物排出量・・・・・・・・２０２１年度総排出量の完成工事高比率 

５９．３１（ｋｇ／完工高）の１％減 

④総排水量・・・・・・・・・・・・・・・・２０２１年度総排水量の完成工事高比率 

５０５．８７（㎥／完工高×１，０００）の１％減 

⑤化学物質の使用量・・・・・・・・化学物質の取り扱いはありません。 

⑥資源等使用量・・・・・・・・・・・・２０２１年度循環資源（白上質紙）使用量（ｋｇ） 

                      １２６ｋｇの１％減 

⑦グリーン購入・・・・・・・・・・・・・２０２１年度グリーン・エコ製品の購入使用品目数 

                      ５４品目／（全１００品目）のエコ製品使用品目増 

     自社製品・サービス・・・・・・・ すべての公共受注現場のカーボンオフセットの継続的実施 

   ⑧ＳＤＧｓの支援・・・・・・・・・ 社員の活動しやすい環境整備（教育・インフラ・制度等） 

                     環境への配慮・地域への貢献 

顧客要求事項の実現（信頼度ＵＰ） 
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環境経営計画 

 

長期計画：前年度対比１％削減およびコスト意識の醸成 

単位
2020年7月-2021年6月

基準年度 2021年7月-2022年6月 増減 2022年7月-2023年6月 増減 2023年7月-2024年6月 増減

二酸化炭素 kg-CO2/完工高 239.76 237.37 -1% 234.99 -1% 232.64 -1%

円 11,794,318 11,676,375 -117,943 11,559,611 -116,764 11,444,015 -115,596

②　エネルギー使用量 購入電力 （沖縄電力） ｋＷｈ/完工高 65.43 64.78 -1% 64.13 -1% 63.49 -1%

　料金（１） 円 2,306,512 2,283,447 -23,065 2,260,612 -22,834 2,238,006 -22,606

　ＣＯ２排出量 kg-CO2/完工高 51.43 50.92 -1% 50.41 -1% 49.90 -1%

ガソリン （事務所・現場） Ｌ／完工高 37.99 37.61 -1% 37.23 -1% 36.86 -1%

　料金（２） 円 5,852,164 5,793,642 -58,522 5,735,706 -57,936 5,678,349 -57,357

　ＣＯ２排出量 kg-CO2/完工高 88.13 87.25 -1% 86.38 -1% 85.52 -1%

軽油 （事務所・現場） Ｌ／完工高 38.74 38.35 -1% 37.96 -1% 37.59 -1%

　料金（３） 円 3,582,042 3,546,222 -35,820 3,510,759 -35,462 3,475,652 -35,108

　ＣＯ２排出量 kg-CO2/完工高 99.94 98.94 -1% 97.95 -1% 96.97 -1%

ガス（ＰＬＧ） （事務所） kg／完工高 0.09 0.09 -1% 0.09 -1% 0.09 -1%

　料金（４） 円 53,600 53,064 -536 52,533 -531 52,008 -525

　ＣＯ２排出量 kg-CO2/完工高 0.26 0.26 -1% 0.26 -1% 0.26 -1%

③　廃棄物排出量 kg／従業員数 125.75 124.49 -1% 123.24 -1% 122.01 -1%

　　　　　　　及び　処理費用 　料金 円 52,575 52,049 -526 51,529 -520 51,013 -515

kg/完工高 71.61 70.89 -1% 70.18 -1% 69.48 -1%

　料金 （分別有価物込） 円 -625,954 -619,694 -6,260 -625,891 -6,197 -632,150 -6,259

上水 ｍ3 697.00 690.03 -1% 683.13 -1% 676.30 -1%

　料金 円 203,237 201,205 -2,032 199,193 -2,012 197,201 -1,992

④－２　総排水量 公共用水域 ｍ3 697.00 690.03 -1% 683.13 -1% 676.30 -1%

⑤　化学物質使用量 ｋｇ

⑥　資源使用量 循環資源使用量 ｋｇ 126.50 125.24 -1% 123.98 -1% 122.74 -1%

料金 円 69,016 68,326 -690 67,643 -683 66,966 -676

⑦　総製品生産量 1,262 （百万円） 13,000 （百万円） 13,000 （百万円） 13,000 （百万円）

　　 自社製品サービス

　　

取り扱いなし

環境への負荷

①　温室効果ガス排出量

一般廃棄物

産業廃棄物

④－１　水使用量

　料金（１）＋（２）＋（３）＋（４）

カーボンオフセット　 3件／25ｔ 3件／20ｔ 3件／ 20 ｔ 3件／ 20 ｔ

完成工事高　

グリーン購入　 54品目／100品目 54品目／100品目 54品目／100品目54品目／100品目

 

※ 温室効果ガス排出量基準値＝二酸化炭素合計（ｋｇ-ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 購入電力の調整後排出係数０．７８７（ｋｇ－ＣＯ２／ｋＷｈ）  沖縄電力２０１９（Ｒ元）年度実績 

※ 購入電力基準値＝ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 排出係数【ガソリン：２．３２】 【軽油：２．５８】 【ガス：３】（ｋｇ－ＣＯ２／L） 

※ ガソリン基準値＝ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 軽油基準値＝ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ ガス＝ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 一般廃棄物総排出量基準値＝一般廃棄物総排出量（ｋｇ）÷従業員数（人）にて算出 

※ 産業廃棄物総排出量基準値＝産業廃棄物総排出量（ｋｇ）÷完成工事高（百万円）にて算出 

※ 総排水量基準値＝総排水量÷完成工事高（百万円）×１，０００にて算出 

※ 化学物質の取り扱いはありません。 

※ 資源等使用量基準値＝白上質紙購入量（ｋｇ）重量 

※ グリーン購入＝エコマーク・グリーンマーク製品の購入品目数 

※ 自社製品サービス＝カーボンオフセットの実施件数および総オフセット量 

※ ＳＤＧｓの支援 
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短期計画：以下の取り組を行う 

 

①温室効果ガス排出量の抑制（責任者：金城政義）  

  1)環境に配慮した施工（カーボンオフセットの実施による現場ＣＯ２排出ゼロ化） 

  2)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

②-1 使用電力の抑制（責任者：知名香寿美）  

1)節電シールの貼付けにより意識向上 

2)離席時および昼休み、無人時の事務所、トイレ、倉庫、控室等の消灯の徹底 

3)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

②-2 自動車燃料の抑制（責任者：城間安徹） 

  1)エコドライブの実施  2)施工計画及び事前手配による効率良い車両使用の徹底 

  3)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

②-3 ガス使用料の抑制（責任者：大竹徹） 

  年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

③-1 一般廃棄物の削減（責任者：具志直也） 

1)年度比較表の掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

   2)分別によるリサイクル促進、処分費用の縮減 

③-2 産業廃棄物の削減および適正処理（責任者：城間憲幸） 

1)測定データの「見える化」で更なる意識の向上を図ります 

2)分別（マニフェスト）管理の徹底によるリサイクル促進で処分費用の縮減を行います 

④水資源使用削減（責任者：佐和田沙也加） 

  1)節水シールの貼付けによる意識付けを行います 

2)ポスターや計測データの掲出による「見える化」及び分析による経費節減 

  ⑤化学物質の取り扱いはありません。 

⑥紙資源使用削減（責任者：池野沙也香） 

  1)社内資料作成時の裏紙利用または両面コピーの徹底 

  2)IT 化の推進（ＷＥＢ会議導入・社内メール・共有サーバーの利用等） 

⑦-1 グリーン購入の促進（責任者：當銘涼子）  

 1)現場・事務所におけるグリーン製品及びエコ製品の積極的採用 

2)見える化 

⑦-2 地域社会への貢献等（責任者：宮城淳也／島袋淳一） 

    1)公園･道路･現場周辺の清掃ボランティア等の推進     

2)社内緑化の推進 

3)勉強会・研修会の開催     

4)安全衛生大会等におけるプレゼン    

5)法令遵守 

  ⑧ＳＤＧｓの支援（責任者：東江謙次／国吉真之）   

社内環境（インフラ・教育・健康・制度等）の整備 
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８．環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

※年１回（概ね 7～8 月）各省庁のホームページにて関連法規の最新版の確認を行う。        

法令等の名称 適用事項 

基
本
・一
般 

建築基準法 換気設備の義務づけ 

電気事業法 建設業許可 

電気工事士法 電気工事士免状 

消防法（危政令） 火災報知設備の設置義務づけ 

建設業の環境保全自主行動計画（第６版）  環境リスクの低減  継続的改善および環境情

報の公開の促進  環境社会貢献の促進 

地球温暖化対策  建設副産物対策  有害物

質・化学物質対策  生物多様性の保全及び

持続可能な利用 

沖縄県生活環境保全条例 事業活動に伴う排水対策の推進／エコドライブ 

地球温暖化対策の推進に関する法律 温室効果ガスの算定・報告・公表制度 

廃
棄
物
・リ
サ
イ
ク
ル 

廃棄物処理法 マニフェストに基づく適正処理の実施 

建設副産物適正処理推進要綱 発注者との連絡調整・管理及び施工体制の整

備・協力業者の指導等 

・「再生資源利用計画」「再生資源利用促進計

画」の作成・実施状況の記録を１年間保管 

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進

等に関する法律(容器包装リサイクル法） 

市町村が定めた分別の基準に従い容器包装

廃棄物も適正に分別排出する 

国等による環境物品等の調達の推進等に関する

法律(グリーン購入法） 

環境物品の積極的調達 

環境に配慮した施工 

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

（建設リサイクル法） 

発注者への書面による計画等説明・工事着手

する日の７日前までに必要事項を都道府県知

事に届け出・発注者へ書面による完了報告 

・分別解体等  ・再資源化等の促進 

・再生資源の使用 

ＰＣＢ特措法 ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進 

フロン排出抑制法 フロン類の使用の合理化及び管理の適正化 

水
質 

浄化槽法 設置の届出／使用廃止後３０日以内の届出 

下水道法 沈砂槽等設備の設置及び監視 

○ 環境関連法規の違反はありません。 

○ 過去３年間における関係当局への違反はありません。 

○ 社外からの環境関連のクレーム・訴訟はありません。 
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全体の評価と見直し（Act） 

 

 今年度計画の実績は。温室効果ガス排出量は前年度比８．３６％減で、料金は￥４，６８

１，１３４増となりました。エネルギー使用量は、購入電力量で３．２２％の減で、料金は￥３

７６，５９９増となりました。CO２排出量は３．２２％減となっています。ガソリン使用量は３．

２５％減で、料金は￥１，７５７，３１６増でした。CO２排出量は３．２５％減となっています。

軽油使用量は３．２４％減で、料金は￥２，５３７，０３１増でした、CO２排出量は３．２４％減

となりました。ガス（ＰＬＧ）使用量は１３．７８％増で、料金は￥１０，１８８増でした。CO２排

出量は１３．７８％増となっています。使用量の減に伴い排出量も減となったが、原油コスト

の高騰が影響し料金はトータル￥４，６８１，１３４増加しました。 

廃棄物排出量は、一般廃棄物排出量で前年度比１８．６３％減となり、料金は￥２５，６８

５増となりました。産業廃棄物排出量で１７．１８％減となり、料金は￥１９７，０１４減となり

ました。廃棄物の処理費用については２年連続収支がプラスになりました。 

水使用量は７．３２％減で、料金は￥１１，３５３増となりました。排水量は８．４１％の減と

なりました。 

資源使用量は上白紙が前年比０．４０％の減となり、費用は￥１２，７６６増となりました。 

グリーン購入やカーボンオフセットによる「CO2 排出ゼロ現場」、また、清掃ボランティア

等の地域貢献活動にも継続して取り組むようにしてください。 

      日々の活動結果を「見える化」しコスト表記を継続した結果、一般ゴミ、産廃物の削減及

びリサイクル推進により、処理費用の収支が前年度以上にプラスとなりました。職員一人

一人の意識が向上し、環境活動を通した経営マネジメントが着実に実施されているものと

評価します。 

 今後の方針として、継続取組中の「おきなわ SDGs パートナー」の活動を全社的な活動と

して多方面に展開することを期待します。まずは社員とその家族の幸福度ＵＰのため、「ワ

ーク・ライフ・バランス」の取組を継続して「くるみん」の認証取得をめざしてください。お客様

の満足度ＵＰのため、技術力・資格取得に必要な支援を継続してください。地域社会への

貢献と地球環境の保全に資するべく、ボランティア清掃や現場のカーボンオフセットを継続

してください。また、その資金の一部を環境保護団体の活動に寄付することなども継続して

ください。 

 昨年開設した八重瀬営業所の活用を本格的に行うため、積極的な地域活動を継続して

行ってください。八重瀬町商工会青年部活動への協力、当社特性を生かした地域ボランティ

アの実施など、職員一人一人が目的意識を持って計画に沿ったエコアクション２１の環境経

営活動を継続し、地域に寄り添った那覇電工を創造していきましょう。 

 

 

 

                                                          


